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各  位 

ＳＢＳロジコム株式会社 

トラック重大事故を受け、安全運行確認会議を開催 
－安全運行のために何をすべきか、社長以下全員で再発防止への行動を確認－ 

当社は、９月 16 日、東京都・墨田区の本社に役員および部長職以上の幹部社員約 50 名を

鎌田社長が招集。９月８日に発生した当社トラックが関係する死傷重大事故を受け、再発防

止に向けた安全運行確認会議を開催しましたのでお知らせいたします。 

会議は、亡くなられたお二人のご冥福をお祈りして、全員で１分間の黙祷をした後、靍
つ る

岡
お か

安全統括管理者（執行役員営業本部長）より改めて当該事故の発生から本日までの対応状況

について総括を行いました。続いて、鎌田社長から次のような訓示がありました。 

【鎌田社長訓示要旨】 

９月８日早朝、当社、いや、ＳＢＳグループにとって過去最悪の重大事故が発生し

ました。２名の方の尊い命が失われ１名の方が負傷、さらに車両火災により国道が約

15時間通行止めとなるなど、社会に大きな衝撃と影響を与える事態となりました。 

謹んでお悔やみとお見舞いを申し上げるとともに、国道利用者の皆様ほか多くの

方々に多大なるご迷惑をお掛けしたことに対し心よりお詫びいたします。公道を利用

して事業を行う当社としてこのような事態となったことは残念でなりません。 

事故原因は警察にて調査中ですが、私たちは、重大事故が起きたという現実を率直

に受け止め、尊い命や大切なお客様の荷物を守るために、このような事故を二度と起

こさないよう再発防止策に取り組まなければなりません。 

ただし、再発防止策に奇策はありません。もう一度、原点である運輸安全マネジメ

ントに戻り、「人の管理」や「組織風土や体制」あるいは「コミュニケーション」とい

った安全に対する基本の見直しと徹底、強化をお願いします。 

安全対策とは安全に関わることだけをやればよいのではありません。将来に希望を

持てる会社を目指すこと、そして、ひとり一人が仕事への誇りを持つことが、安全行

動を支えるベースであることを忘れてはなりません。 

全員で危機感を持ちあらゆる手段を用いて事故防止に取り組んで行きましょう。 

当社は、事故原因の特定を待つことなく、安全運行にかかるルール、規則を再点検し、見

直し、徹底することで、安全、安心な運行に努めて参ります。 

以 上 
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＜ＳＢＳロジコム株式会社概要＞ 

本 社：〒130-0012 東京都墨田区太平 4丁目 1番 3号 オリナスタワー 

代 表 者：代表取締役社長 鎌田 正彦 

設 立：1940 年（昭和 15年） 

親 会 社：ＳＢＳホールディングス株式会社 

資 本 金：28億 46百万円 （2013年 12月末現在） 

売 上 高：420億円  （2012年 12月末現在） 

社 員 数：1,153 名  （2013年 12月末現在） 

事 業 所：関東を中心に全国約 70拠点を設置 

関係会社：ＳＢＳフレイトサービス(株)、ＳＢＳトランスポート(株)、日本レコードセン

ター(株)、ＳＢＳグローバルネットワーク(株)、天愛陸物流（上海）有限公司 

事業内容：ＳＢＳグループの物流事業のコア会社として、３ＰＬ・センター物流・倉庫・

流通加工・運輸・通運・国際物流・館内物流・施設移転・オフィス移転などお

客様のあらゆる物流ニーズを一貫したサービス体制でサポートしています。 

Ｕ Ｒ Ｌ：http://www.sbs-logicom.co.jp 

■本件に関するお問い合わせ先 

ＳＢＳロジコム株式会社 

総務部  TEL：03-3829-2340 

 

■本件に関するマスコミからのお問い合わせ先 

ＳＢＳホールディングス株式会社 

ＩＲ･広報部 南 輝子  TEL：03-3829-2240／e-mail：contact11@sbs-group.co.jp 

 

※当資料に掲載されている情報は、発表日現在の情報です。その後予告なしに変更されることがございますので、

あらかじめご了承ください。 
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